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　　　　　　　平成15年の福祉動向が把握できる必携資料集1

◆平成15年は「三位一体の改革」をはじめとする構造改

革の方針が多く示されました。

◆福祉分野では、障害者福祉における支援費制度の施行、

児童・家庭福祉における次世代育成支援対策や児童虐待

防止の推進、高齢者福祉における「2015年」を見据えた

「新しいケアモデルの確立」への提言など、新たな施策や

検討が大きくすすみました。

◆本書は、これらの各関係審議会・検討会等のおもな答

申・報告、福祉関係法令・通知等計57本を収録した関係

者必携の資料集です。

【構造改革、規制改革】

今後の社会保障改革の方向性に関する意見（概要）一21世紀型の社会保障の実現に向けて一

／三位一体の改革についての意見／規制改革推進3か年計画（改定）（平成14年3月29日閣議

決定）のフォローアップ結果／ほか

【障害者福祉分野】
社会福祉の増進のための社会福祉事業法等の一部を改正する等の法律の一部の施行（平成15

年4月1日〉及びそれに伴う政省令の改正について（社会・援護局障害保健福祉部関係）／支援

費支給決定について／精神保健福祉の改革に向けた今後の対策の方向／ほか

【児童福祉分野】
次世代育成支援対策推進法／児童虐待への対応など要保護児童及び要支援家庭に対する支

援のあり方に関する当面の見直しの方向性について／r社会的養護のあり方に関する専門委員

会」報告書／ほか

【高齢者福祉分野】
2015年の高齢者介護～高齢者の尊厳を支えるケアの確立に向けて～／小規模生活単位型指

定介護老人福祉施設等の居住費について／ほか

【その他3地域福祉関係、社会福祉施設関係資料等を収録】
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●今月の表紙

「緑化大作戦」

さとなかちえさん（東京コロニーアートビリティ登録作品より〉

アートビリティ（旧称＝障害者アートバンク）は、これまでの陣習者芸術運動とは異なり、瞳書

者アーチストのもつ才能を活用することで、所得面を中心に社会参加を促そうという新しい

試みですQ現在・登録作家約20D名・登録作品数3，000点、使用点数300点以上と年々その数は拡

大してきています。

醜

◎

2　⑱㊥㊨一人ひとりの生活を大切にする福祉社会の実現をめざして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県健康轡止部長北窓　隆子

3　⑱禽0平成16年度の生活保護
厚生労働省社会・援護局保護課2
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○第60次生活保護基準の改定

○実施要領の改正

○医療扶助及び介護扶助の運営

○保護施設の整備運営について

輪

11　⑲㊥⑭平成16年度における生活保護指導監査方針

　　　　　　　　　　　　　厚生労働省社会・援護局総務課指導監査室

　　　　　　○生活保護指導監査方針

　　　　　　○保護施設に係る指導監査方針

30水脈

32　Webサーチ・詰碁・編集後記
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1参考1］平成16年度生活保護基準改定の概要

（1級地一1）

灘i霧　難灘． 　馨鵜甑．乙
．「灘騰譲難i懸 灘灘灘， ．織灘卿雛雛

円 円 【標準3人世帯基準額】
1　生活扶助基準 33歳男、29歳女、4歳子
ほ）居宅（1類＋2類） 冬季加算（VI区x5／！2〉

標準3人世帯 162，490 162，170 を含めた額を／0円単位で表示

（勿期末一時扶助費（居宅〉 工4210 14工80

【加算鯛

妊産婦加算（妊娠6カ月以上） 13，840 13，810

老齢加算
71歳以上

ミ居　　　宅）

入院・入所）
17，930

14，92Q
9，670
8040

母子加算

灘．綿 23，310
1942Q

23，260
19380

障轡者加算
障害等級1・2級
（居　　宅） 26，900 26，850

（入院・入所） 22，380 22，340

重度障害者加算 14，480 14，430 平成16年7月1日より改定
重度障害者家族介護料 12，140 12，090 平成16年7月1日より改定
重度障害者他人介護料 70、730以内 69，970以内

介護施設入所者加算 991Q以内 9890以内
在宅患者加算 13320 13290

放射線障害者加算
負傷又は疾病の状態にある者 42，910 42，760
負傷又1嫉病の状態に該当しなくなった者 21，460 2玉380

児童養育加算 平成16年8月！日より支給対
第工子、第2子 5，000 前年度同額 象を小学校第3学年終了前ま
第3子以降1人 10，000 での児童に改定

介護保険料加算 保険料の実費 保険料の実費

汰工栄養費 ll950 ll930

入院患蓉周用品費 23，200以内 23150以内
介護施設入所者基本生活費 9，910以内 9890以内
入学準備金

小　学校 39，500以内 前年度同額
中　学校 46，100以内

2　住宅扶助基準
（1）家賃聞代等 13，000以内 前年度同額
（2）住宅維持費 年額121，000以内 年額ll7，000以内

3　教育扶助基準
小　学　校 2，工50 前年度同額
中　学校 4，180

4　出産扶助基準
居　　　宅 204，000以内 前年度同額
施　　　設 ！49，000以内 155，000以内

＋入院料 ＋入院料

5　生業扶動基準
（1）謹業　費 45，000以内 前年度同額

鰯繍難醤 64，000以内
3／，000以内

65，000以内
29，000以内

6　葬祭扶助基準 189，000以内 193000以内 大人の基準額

7　勤　労　控　除

／灘罪
限度額33，260
年額151，200以内
　　　10，600
　　　11，600
　　　8，000

限度額33，190
年額150，900以内
　　　10，400
　　前年度同額

Lfe　and　Welfare吸200454



騒鑛灘平成16年度の生活保護

［参考2］平成16年度生活扶助基準額（月額）

標準3人世帯【33歳男、29歳女、4歳子】

縫萎雛鷺脇「雛鋤　燃 繕辮髭繍霧雛 灘　　　礁膨

工級地一1 100．0 162，490円 162，170円

99．8

工級地一2　’ 95．5 155，190 154，870

2級地一1 910 147，870 147，560

2級地一2・ 86．5 140，550 140，270

3級地一証 820
133，240 132，990

3級地一2 77．5 125，940 125，690

（注）冬季加算（V［区×5／12）を含めた額を10円単位で表示

［参考3ユ最低生活保障水準（月額〉の具体的事例

1　標準3人世帯133歳男、29歳女、4歳子】 （月額・単位＝円）

難難欝灘蟻 矯織灘雛毒 簗灘難鍵鋒 鍛纏鵜繊 三 ノ　z

世帯当だ咳最低生活費
　　　円
180，170

　　　円
！72，870

　　　円
165，560

　　　円
158，270

　　　円
145，990

　　　円
138，690

生・活扶助
　　第　1　類．

　　第　2　類

162，170

106，890
55280

154，870

102，080
52790

147，560

97，260
50300

140，270

92，450
47820

132，990

87，660
45330

125，690

82，850
42840

児童養育蜘算 5，000 5，000 5，000 5，000 5，000 5，000

住　宅　扶助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

注1　第2類は、冬季加算（W区x5△2）を含む、以下同じ。
2　勤労収入のある場合には、収入に応じた額が勤労控除として控除されるため、現実に消費しうる水準としては、生活保護

　の基準額に控除額を加えた水準となる。以下同じ。

2　夫婦子2人世帯【35歳男、30歳女、9歳子（小学生）、4歳子1　　　　　（月額・単位：円〉

雛辮繊雛，鰍，撚髪 髪雛級懇幾雛 灘謙簸竃 繍纐騰鐵 織騨鰍翻一
％　　「’

世帯当たり最低生活費
　　　円
228720

　　　円
219560

　　　円
210，390

　　　円
201230

　　　円
187，090

　　　円
177，930

生　活　扶　助
　　第　1　類，

　　第　2　類

203，570

143，340

60，230

194，410

136，890

57，520

185，240

B〔｝，430

54，810

176，080

123，980

52，100

166，940

U7，550

49，390

157，780

111，1GG
46，680

児童養育加算 10，000 10，000 10，000 10，000 10，000 10，000

教　鳶　扶　助 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150

「住「宅　扶　助 13，000 13，000 上3，000 13，000 8，000 8，000

3　老人1人世帯【68歳女】 （月額・単位：円）

鵬騰縢辮麟，，． 嚢薇欝灘i雛麟嚢12萎 難魏鎌鯵 嬬纏纏繊

漫帯当たり最低生清費

　　円
93，820

　　円
90，190

　　円
86，540

　　円
82，910

　　円
74，260

　　円
70，640

生　活　扶　助

　　第　1　類
　　第　2　類

80，820

36，100

44，720

77，工90

34，480

42，710

73，540

32，850

40，690

69，910

31，230

38，680

66，260

29，600

36，660

62，640

27，980

34，660

住　宅　扶　助 13，000 13，000 13，000 工3，000 8，000 8，000

5　Llfe　and　we fare面20045



4　老人2人世帯【68歳男、65歳女】 （月額・単位＝円〉

覆綴塗…雑 雛撒懸辮峯 繊畿躍嶽…難 綾i綾難霧墾 霧 籔緩錐魏1

世帯当たり最低生活費

　　　円

134，940

　　　円

129，460

　　　円

123，960

　　　円

U8，480

　　　円

107，990

　　　円

102，500

生　活　扶助

　　第　1　類

　　第　2　類

121，940

72，200

49，740

116，460

68，960

47，500

110，960

65，700

45，260

105，480

62，460

43，020

99，990

59，200

40，790

94，500

55，960

38，540

住　宅　扶　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

5　母子3人世帯【30歳女、9歳子（小学生）、4歳子】 （月額・単位＝円）

ゲ％藁 鯵纏薩懇 鐵薇錨麟き 懸級繕難簸 落 麟麟雛き 癒叢懸簸

世帯当たり最低生活費

　　　円

208，900

　　　円

201，760

　　　円

192，870

　　　円

185，740

　　　円

171，880

　　　円

164，740

生活扶助
　　第　1　類

　　第　2　類

158，650

103，370

55，280

151，510

98，720

52，790

144，360

94，060

50，300

137，230

89，410

47，820

130，100

84，770

45，330

122，960

80，120

42，840

母驚加算
・児童養育加算．

25，100

10，000

25，100

10，000

23，360

10，000

23，360

10，000

21，630

10，000

21，630

10，000

住宅扶助 13，000 ／3，000 13，000 13，000 8，000 8，000

．教育　扶助 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150

6　重度障害者を含む2人世帯【65歳女、25歳男（重度障害者）】 （月額・単位：円）

．．釜錘　　　　　　　　　． 鱗i綴鑓鱗聾 鱗纏醗嫁 継緩地雛匿 轡絨艶魏勇 徳鵜鉋鷺慧 ！藪鐵雛

世帯当だり最低生活費

　　　円

192，180

　　　円

186，520

　　　円

178，970

　　　円

！73，3工0

　　　円

160，790

　　　円

155，120

生　濡　扶助

　　第　1　類

　　第．2　類

125，810

76，070

49，740

120，150

72，650

47，500

114，480

69，220

45，260

108，820

65，800

43，020

103，170

62，380

40，790

97，500

58，960

38，540

障害者加算

重度障害者加算

重度障害者
家族介護料．

26，850

14，430

12，090

26，850

14，430

12，090

24，970

14，430

12，090

24，970

14，430

12，090

23，100

14，430

12，090

23，100

14，430

12，090

住　宅　扶助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8000

Lfe　and　welfare⑳20045　6



麟鑛灘平成16年度の生活保護

図表2
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騒雛纏平成16鞭の生活保護
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懸購難平成16年度における生活保護指導監莇針
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麟織羅平成16年度における生活1呆護指導監莇針
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騒灘纏平成16鞭における生活保護指導髄方針
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瞬欝灘平脚6鞭における生活1呆護指導監筋針

　（2）

能

発譲

慧
　機

131　　（2）　　　〔L）3　 （2）　　　　 （1）2　　　　　！　 〔21　　　（1）4（4）　　　13）　　（2）
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麗籔難平成16年度における生活保護指導髄方針
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翻籔灘平成16年度における生活保護指導髄方針

　／111（101　　　　　　　19）（8）　　　　　　　　171　　　　　〔6）
ア切　イ　　アる　　エウ　　イア　エウイア　オエウ　実に苦対　　家　の　傘ま家レ添　　の医る託　適　医も　　　物　衛さ　　れ　に
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改冒丁福祉事務所

生活保護における社会福祉実践
●岡部卓著
●A5判・116頁●定価840円（本体800円）●2003年8月発行

　　　　改訂

福祉事務所

纏灘凱灘懲
　　　必携

生活保護における社会福祉突践

　　　岡部卓

◆福祉事務所のソーシャルワーカーが生活保護業務を進める上での基本的なプロセスや考え方を

整理するとともに、高齢者、障害者、ひとり親世帯への援助など、具体的な実践場面からその果た

すべき役割について分かりやすく解説。

◆新たに福祉事務所でソーシャルワーカーやスーパーバイザーの仕事に就かれた方がたの必携

手引として、また、社会福祉援助技術や公的扶助ソーシャルワークを学．ヨミ方がたの学習書として

最適です。

◆本書はご好評に応えて版を重ねた旧版（月刊『生活と福祉』増刊号）を改訂・再刊行したものです。

第1節福祉事務所の役割と社会福祉実践
現業サービス機関としての福祉事務所／生活保護に

おける社会福祉実践

第2節福祉事務所における相談援助活動
来談しない人も椙談者／生活保護相談は相談の一部

分／廃止以降の生活相談／行政機関が行う社会福祉

実践

第3節生活保護の受付段階における留意点
利用者の生活問題／利用者の気持ち／利用者にわか

る書葉／利用者の訴えたいこと／制度の説明と申請

意思の確認

第4節生活保護の申請・決定段階における留意点

説明と同意／飼別性と調査／利用者参加の援助計画

第5節生活保護の受給段階における留憲点
家庭訪問／就労援助／療養援助／援助計画の見直し

第6節関係機関・関連専門職との連携・協働
餐関係機関との連携・協働／連携・協働の注意点

第7節新任・先輩ワーカー、SVそれぞれの役割
ワーカーの気づき／同僚、上司のかかわり

第1節アルコール依存症者世帯への援助
事例を通して考えたこと／病気の理解と問題の共育

／利用者とかかわるうえでの注意点／事例

第2節精神障害者世帯への援助
事例を通して考えたこと／障害の理解と問題の共有

／精神障害者とかかわるうえでの注意点／事例

第3節知的障害者世帯への援助
事例を通して考えたこと／障害の理解と問題の共有

／知的障害者とかかわるうえでの注意点／事例

第4節身体障害者世帯への援助
事例を通して考えたこと／障害の理解と問題の共育

／身体障害者とかかわるうえでの注意点／事例

第5節ひとり親世帯への援助
事例を通して考えたこと／ひとり親の理解と問題の

罐『共有／ひとり親とかかわるうえでの注意点／事例

　第6節高齢者世帯への援助
　事例を通して考えたこと／高齢者の理解と問題の共

　有／高齢者とかかわるうえでの注意点／事例

／齋藤瘤薦r
　http：〃wWwfukush『nOhOn．8njD
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